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特徴

☑

☑

☑

☑

☑

泌尿器科は尿路疾患から、男性生殖器系、女性の骨盤疾患にいたるまで、比較的広い領域の治療を
専門分野とする科であり、外科であると同時に内科的な疾患管理も行える

専門領域として、小児泌尿器科、泌尿器腫瘍（オンコロジー）、腎移植、尿路結石、尿路感染症、
女性泌尿器科などがあり、サブスペシャリティーが豊富

泌尿器科は救急疾患の少ない科で、ほとんどの手術を予定手術で行なうことができ、
「自身のライフスタイルを自分で決定する事」が可能

ロボットや最新レーザーを備えた手術室を備え、 年間300例以上の手術症数例があり、
若手が執刀医となれる手術が多い

泌尿器科的な画像研究、医工連携、新規抗がん剤や排尿に関する薬剤の開発も盛んであり、数多くの
臨床研究および基礎研究のテーマが存在する
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症例数

腹腔鏡による低侵襲手術を積極的に行い、ツリウムレーザーによる蒸散術、内視鏡を用いたレーザー
砕石術など最新治療を取り入れ、若手が執刀医となれる手術が多くあります

件 ／ 令和3年度実績

体外衝撃波結石破砕術（ESWL） 35件

経尿道的尿路結石破砕術（TUL） 101件

経尿道的膀胱腫瘍切除術 120件

前立腺全摘除術（鏡視下） 26件

前立腺全摘除術（ロボット） 25件

経尿道的前立腺レーザー蒸散術 22件

腎悪性腫瘍手術（鏡視下） 17件

腎尿管全摘膀胱部分切除術（鏡視下） 12件経尿道的前立腺切除術 1件

膀胱全摘除術（鏡視下） 4件
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DATA（後期研修医経験症例数）

入院症例数 後期研修医
執刀数

助手件数

200例／年 128／390例 100件

泌尿器科は、最新医療を取り入れ、若手が執刀医となれる手術も多くあります
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人員体制

指導医・専門医・認定医

日本泌尿器科学会指導医 3名 : 日本泌尿器科学会専門医 4名 :

日本排尿機能専門医 １名 : 泌尿器腹腔鏡技術認定医 1名 :

医学博士 2名 :

日本性感染症学会認定医 1名 :

日本性機能学会認定医 1名 :

泌尿器科部⾧
永田大介

泌尿器科医⾧
小岩 哲

泌尿器科副部⾧
横川 竜生

腹腔鏡技術認定医であり、
腹腔鏡手技（ロボット手
術を含む）の指導

前立腺レーザー手術など
エンドサージェリーの指導

結石砕石に伴う手術指導
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泌尿器科のキャリアパス

医師年数 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

臨床
コース

学位
コース

名古屋
市立大学

一宮西
病院

泌尿器科専攻医研修 泌尿器科
専門医取得

内視鏡技術認定医取得

泌尿器ロボット支援手術
プロクター認定取得

名古屋
市立大学

一宮西
病院

泌尿器科専攻医研修 泌尿器科
専門医取得

名古屋市立大学 大学院

専門分野の研究

学位取得

一宮西病院

一宮西病院



泌尿器科

泌尿器専門医研修

専攻医1年目と3年目の2年間は一宮西病院で研修を行います。主担当医として入院から
退院く初診・入院～退院・通院＞まで経時的に行う「診断」「治療」「手術」を通じて、
全人的医療のできる泌尿器科医を目指します

医師年数 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目

連携施設 基幹施設 連携施設 連携施設

泌尿器科
専門医取得

一宮西病院
入院患者の診療を
通じて、基本的診
療能力および泌尿
器科 的知識と技
能、態度の習得

学会発表1回

名古屋市立大学
1 年次に学習した
泌尿器科専門知

識・専門技能を確
実に習得します。

学会発表1回

1 年次に学習し
た泌尿器科専門
知識・専門技能
を確実に習得し

ます。

一宮西病院
専門知識、技能、
態度について、
全ての項目が達
成できているこ
とを確認し、そ
れらの水準をさ
らに高められる

一宮西病院
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名古屋市立大学

名古屋市立大学病院のプログラムは、ロボット支援手術や腹腔鏡手術などの最先
端医療、泌尿器腫瘍、尿路結石症、小児泌尿器科、女性泌尿器科、排尿障害、生
殖医療などの領域を専門的に実施しています。まさに泌尿器科領域のすべてを網
羅した、専門医になれる環境を用意しています。

アドレス : 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄1番地
病床数 : 800床（一般772床、精神28床）
医師人数 : 693名

プログラムの特徴

概要

名古屋市立大学病院は「市民に近い大学病院」「名古屋市の中核となる高度急性
期病院」として救急車は断らずに受け入れることを基本姿勢としています。
救急専門医に加えて各診療科の医師が365日24時間待機しており、初期診療から
専門治療まで迅速に行うことができる診療体制を整えていることが特⾧です。

名古屋市立大学について
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専攻医の終了要件

①
副腎、腎、後腹膜

②
尿管、膀胱の手術

③
前立腺、尿道

④
陰嚢内容臓器、陰茎

5例以上 5例以上 5例以上 5例以上

①
腎移植、透析

②
小児泌尿器

③
女性泌尿器科

④
ED、赴任

⑤
尿路結石関連

⑥
神経泌尿器・
臓器再建関連

⑦
腹腔鏡・腹腔
鏡下小切開・
ロボット支援

専門的な手術を術者あるいは助手として1領域10例以上を最低2領域かつ30例以上

・一般的な手術を術者として50例以上
・専門的な手術を術者あるいは助手として1領域10例以上を最低2領域かつ30例以上
・頻度の高いすべての疾患で経験症例数が各２症例以上
・経験すべき診察・検査等についてその経験数が各2回以上
・講習などの受講や論文・学会発表で40単位（専門医共通講習を3～10単位、医療安全講習を

4年間に1単位以上、感染対策講習を4年間に1単位以上、医療倫理講習を4年間に1単位以上など）

■専門的な手術症例数

■一般的な手術症例数（一般的な手術を術者として50例以上）



泌尿器科

後期研修医 到達目標

泌尿器科専門知識として、発生学、局所解剖、生殖生理、感染症、腎生理学、内分泌学の学習
泌尿器科専門技能として、泌尿器科診 療における各種症状・徴候からの鑑別診断、泌尿器科診療に必要な診察法、検査法を学習
医療安全、院内感染制御の基本を修得し、実践すると共に、これらに関する院内活動に参画
患者・家族に対する適切な手術説明・インフォームドコンセントの方法を修得
術式を理解し、一般的手術の執刀、専門的手術への助手としての 参加を行う、また周術期患者の術前・術後管理、全 身管理を学ぶ

卒後
6ヵ月後

発生学、局所解剖、生殖生理、感染症、腎 生理学、内分泌学の泌尿器科専門知識を 理解・熟知し、実臨床に応用する
泌尿器科診療における各種症状・徴候から の鑑別診断
泌尿器科診療に必要な診察を実施し、検査 結果の解釈を行い、臨床応用する
膀胱タンポナーデ、急性尿閉、急性腎不全 に対する全身管理ができる
専門的手術の術式を理解し、適切に適応を選択した上で、患者・家族に説明する

卒後
12ヵ月後

日本泌尿器科学会関連の学術集会に参加し、日本泌尿器科学会東海地方会において1 回以上の学会発表を行う
執刀手術（一般的手術）:経尿道的膀胱腫瘍切除術、経尿道的膀胱結石破砕術、経尿道的膀胱異物除去術、経尿道的前立腺レー
ザー蒸散術、尿道カルンクル切除術、精巣固定術、精巣捻転手術、精巣水瘤・精索水腫根治術、 精管切断術、包皮環状切除・背面
切開術など
泌尿器科的処置の実践:膀胱タンポナーデ ・凝血塊除去術 ・経尿道的膀胱凝固術 急性尿閉に対する経皮的膀胱瘻造設術 ・尿管ス
テント留置 ・経皮的腎瘻造設術

卒後
18ヵ月後

患者の問題を把握し、問題対応型の思考を行い、生涯にわたる自己学習の習慣を身に 付ける
学術集会に参加し総会および東海地方会で発表を行い、1 編以上の論文を 筆頭著者として執筆
専門的手術について周術期 の全身管理と対応ができる
執刀（一般的手術・専門的手 術 ） :腹腔鏡下根治的腎摘除術、腎尿管全摘除術、経皮的腎瘻造設術、膀胱瘻造設術、膀胱部分切
除術、経尿道的尿管結石砕石術、経皮的腎砕石術、膀胱切石術、尿管皮膚瘻造設術、など

卒後
24ヵ月後
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年次ごとの到達目標

年次
手術件数
（年間） 入院主治医

数 外来数 学術活動 その他
執刀 助手

後期
研修

1年目 50件 250件 140/年間 週1 発表1回

2年目 80件 220件 160/年間 週1.5 発表2回・論文1編

3年目 50件 100件 80/年間 週1.5 発表2回・論文1編 学外研修半年

4年目 120件 180件 160/年間 週2 発表2回・論文1編 専門医取得

5年目 120件 180件 180/年間 週2 発表2回・論文2
編

英語論文
1編

各分野の専門
医・指導医・
認定医など

取得
6年目 120件 180件 200/年間 週2 発表2回・論文2

編

7年目 120件 180件 200/年間 週2 発表2回・論文2
編

8年目 120件 180件 220/年間 週2＋専門外
来 各分野 講演など
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週間スケジュール

時間帯 月 火 水 木 金

早朝 8:00～
9:00 担当患者回診 担当患者回診 担当患者回診 担当患者回診 担当患者回診

午前 9:00～
12:00 外来 手術 手術 病棟 外来

午後 12:00～
16:00 手術 手術 手術 検査 検査

カンファレンス

夕刻 16:00～
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専門医資格一覧

資格名 施設基準
（一宮西病院） 備考

泌尿器科専門医 大学と連携 最短、卒後6年目で取得

泌尿器科指導医 取得可能 最短で、卒後11年目で取得

内視鏡技術認定医 取得可能 最短で、卒後8年目取得

泌尿器ロボット支援手術プロクター認定 取得可能 最短で、卒後8年目取得
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今後のビジョン

泌尿器疾患の罹患者は増加傾向であり、
また高齢化社会では泌尿器科の需要は増加する

いち早く、一人前の泌尿器科医の育成
・優れた手術力のある医師
・患者さんや医療スタッフに尊敬される医師
・人間力のある医師

地域に信頼できる泌尿器科、しいては地域の
医療レベルを向上できるような泌尿器科を
目指し日々、自己研鑽に励む


